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歴史家としてのゴンクール兄弟  
鈴 木   豊  
歴史家は過去の語り手であり，小説家は現在の語り手である。（柑64．10．24）  
Ⅰ 生 涯  
「ところで文学における真実の探求，十八世紀芸術の復権，日本趣味の勝利。  
これはね，わかるだろ‥・これはね十九世紀後半の文学，芸術の三大運動なんだ  
よ…われわれはこの三大運動をリードしたんだ‥・われわれみたいな哀れな名も  
ない男がね。けっこう！ これだけのことをしておいて…未来においてひとか  
どの人物にならないなんて，まったくむづかしいことだよ」。   
引用はジュールが死の二，三カ月納，朝の散歩のおりに語った言葉として，  
ヱトモソ・ド・コーンクールが『シェリ』川の序文で紹介しているものである。  
ジュールほ1870年6月，40歳にみたずに病死しているので，その二，三カ月前  
といえば，同年の春のことと考えられる。当時彼の病状はすでに絶望的で，生  
活の一部になっていた日記の軍すら執れなかった。死の足音をすく－背後に附し、  
たジュールのこの言葉は，すでにこれだけのことをやったんだから，という自  
負や諦めの述懐とは思えない。まだまだやりたいことは山ほどあるが，こんな  
短い命では，という不本意な気分を訴えるものであったろう。ジュールが兄エ  
ドモソとともに手がけたことは，しかしこの三つだけではない。そこで兄弟の  
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特異な生涯を紹介するとともに，二人の文学者としての活躍をながめてみよ   
う。  
兄エドモンEdmond－Louis－Antoine HUROT de GONCOURT ほ1822年  
ロレーヌ州のナンシーに生まれた。ワーテルローの戦いから7年，大革命，ナ  
ポレオン戦争と続く動乱の余煙おさまらぬ時代である。翌年一家はパリに移り，  
その7年後に弟ジュールJules－Alfred が生まれる。父方の一族はロレーヌで  
役人，法曹家などを粥出し，兄弟の曽祖父は1786年にヴォージュの小村を買い，  
領主権を得ると同時に貴族になったが，本質的にはブルジョワである。のちに  
貴族の称号を制限する法令がでると，兄弟は何度もその復権を提訴しているが，  
貴族というこの地位は彼らの意識や生活態度に深い影響をあたえている。兄弟  
の父マルクMarc－Pierreは16歳にして一上官学校に入り，卒業後ナボレオソ軍の  
士官としてイタリア戦線で活辞して勇名を馳せたが，ポルデノーネの戦闘で瀕  
死の重傷を負った。のち奇跡的に復帰してデュルパル将軍の副官としてフラン  
ス，ロシアに転戦し，モスクワ遠征でふたたび重傷に倒れた。右腕が不自由に  
なって，退役を余儀なくされたものの，心底からの軍人であった彼はたえず現  
役復帰の手続きをとった。しかし皇帝への忠誠が裏目にでてついには生涯目的  
をほたせなかった。初婚の妻が早世すると，7ネット・ゲランAnette－C6cile  
GU丘RINと再婚する。兄弟の母である。彼女の父は軍に物資を納める御用商  
人であったが，その母系はモノメルケ，ゲィルドゥイユなどの大貴族の末裔に  
連なるので出自は夫より正しい。戦傷の後遺症による肉体的な欠陥と，無為な  
年金生活に不遇な日々を送っていた父が34年に死ぬと，兄弟は母親の手で育て  
られることになった。   
学齢に達したエドモソはグーポーの学棄の寄宿生になり，さらに名門ア／リ  
Ⅳ世校に進む。そして18歳でバカロレアを通ったときには，画家か，でなけれ  
は古文書学校L，丘coledesChartesに進んで歴史家になることを志望してい  
たが，母の希望で法律を学び，代訴人事務所をへて，財務局へ入った。とはい  
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え心ならずも就いたこの職に熱中できるはずはなく，勤めはまったくお座なり  
で，古書や美術品の蒐集に日を送っていた。一方プルボン学院に学ぶジュール  
は，数年は優等生で通したものの，しだいに正規の学科に興味を失い，文学や  
芸術に惹かれ，そのうえ病弱な体質は母の悩みの種であった。   
兄弟が学んだ時代，十九世紀の学校教育の根幹ほ，ギリシア，ラテンの古典  
と，フランス大世紀の古典主義であった。古典語がフランス語に優先し，日常  
のフランス語より古典主義作家の理解に重きがおかれていた。歴史家のラヴィ  
ッスE・Lavisseは；「わたしほアウダストス時代のアテネに，ルイⅩⅣ世時  
代のヴェルサイユに生きてきた」（2）と述べ，進歩派のギブーF．Guizotでさえ，  
「ラテン語がなければ，われわれは知性の面では成り上がり者にすぎない」（3），  
と言っている。こうした徹底した古典教育を受けた十九世紀の知識人は，いや  
おうなく優れたラテソ的教養をみにつけ，、ボードレールやランボーはラテン語  
で詩を書き，ジッド ，ヴァレリィが死の床で読んだのほウェルゲリウスであっ  
た。皮肉なことに，こうした教育は兄弟には逆に働き，古典への嫌悪をうえつ  
けた。彼らが学校での教科からほなれ，文学や芸術に走ったのは，その天性の  
資質もさることながら，こんな教育の反動であろう。「古代というのほ，教師  
の程になるために作られたものかもしれない」（3）という彼らが，古典をさけて  
近代文学を好んだのは自然のなりゆきであろう。 
父方については兄弟はあまり好感をもっていないが，母親には無条件の愛情  
を抱いている。これには母方の血筋にたいする憧れもあったろうが，マダム・  
ド・ゴソクールが文句ない良妻賢母型の女性であったためでもあるだろう。夫  
の死後ほ社交生活もやめて家にひきこもり，ひたすら二人の息子の養育にはげ  
み，幼い弟の勉強までみてやった。48年にその母が，滞在中のマニイの館で病  
死する。その死は兄弟にとって深い悲しみであった。「哀れなお母さん！苦  
しみと失意の生涯！二人の幼い娘を亡くし㈲！ロシア戦線での負傷と，健康  
を損ねてたえまなく苦しんだ夫との生活…哀れなお母さん，世間から身を引き，  
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夜はもはやどこへも出掛けず，弟の勉強の愛情溢れる先生となったお母さん…  
マニイの館で臨終の床に横たわる姿が目に浮かぶ…情熱にはやったまま人生の  
門口に残され，いまだに定職の道に就かないまったくの若者がこの先どうなる  
だろうという不安に悩む母の顔，忘れがたいあの眼差しを注ぎながら，口をき  
く力もなくわたしの手と弟り手を握らせた母の姿が日に浮かぶ」（92．3．18）。   
翌年ジュールがバカロレアに通ると，哀れな母の不安は現実になった。ジュ  
ールは親友のバッシイ宛の手紙に書いている。「ばくの決心ほ固い，誓いも，忠  
告も，二満腔の友情を捧げるきみですら，なにもばくの決意を変えられないだろ   
う。不適当だが使いふるされた表現を借りれば，ぼくはなにもしないだろう…  
ばくにはなんの野心もない。奇妙だがそのとおりなんだ。たとえこの世で最高  
みいり の地位，最高に収入のいい職が与えちれても，ぼくほそれを望まないだろう」（5I。  
彼らは物質的な繁栄と進歩を標傍する，十九世紀の市民社会に背を向け，無用  
老と．して，文学，芸術のただの愛好家として生きる決心をしたのだ。十年ほど  
前に，ボードレール，フローベル㈲も同じような無用老宣言をしているが，日  
々の糧を筆一本に頼らなければならないバルザックやゾラと違って，貴族的な  
悠々■自適を許される彼らにしてはじめて可能であった。のちにテーヌに語った  
ところでは，兄弟は約10，000フランの年収を自由にできたというが，これは当  
時の本庁の局長級の給料の二倍にあたるという。こうして彼らは旅行に，読書  
に，芸術品や資料の蒐集に，小説の習作にほぼ二年の月日を送るが，これが彼  
らの作家としての充電期間になる。  
ゴソクール兄弟の文筆家としての第⊥歩はジャーナリズムに始まる。52年，  
母方の親戚の一人が新開発刊の計画をもちかけたとき，元来この仕事に魅力を  
感じていた兄弟はふたつ返事で賛成し，こうして文学，演劇，芸術週刊誌「レ  
クレール」エ′血Jαfγが創刊され，さらに数カ月後にはこれが日刊文芸紙「パリ」  
hrisに変わる。同紙には，すでに文壇に名のある 
シ畠－ル A．Scholl，バソヴィルT．Banville などが寄稿し，ガヴァルニ  
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Gavarniが毎号デッサンを載せるという気のいれようであった。兄弟は作家  
や芸術家たちの人物月旦，劇評，美術文学批評などさかんに諾いているが，こ  
れがパリ生活観察家として，モラリストとしての限を養い，のちの作家ゴソク  
ール兄弟の誕生に大きく貢献している。しかし遠大な計画，壮大な意気もむな  
しく，編集にも，営業にもしろうとの手になるこの新聞は永続きはしなかっ  
た。おりしも成立したはかりの，不安定な第二帝政当局は政治活動に神経をと  
がらせ，きびしい出版規制をつぎつぎに行ない，その年の終わりには兄弟の記  
事が風俗壊乱の罪で起訴された。法廷では罪を免れたものの，この筆禍事件に   
嫌気がさした彼らは，事業から手を引き，新聞は廃刊になり，兄弟はこの社会  
と紋を分かつことになった。   
新聞事業のかたわら，彼らは小説の執筆をほじめ（この頃から『日記』をつ  
けほじめるが，規則的につけるようになるのは55年から），51，52年と習作を  
出版し，53年には『ラ・Pレット』“⊥βエorg～ね”を自費出版し，一週間で六  
千部を売り尽くす好評をえた。しかし彼らの関心は主として歴史に向かい，さ  
ながら修道僧のように研究に没頭し，55年に『大革命下フランス社会史』を発  
表後，70年までほとんど毎年のように歴史書を出版している。  
過去を掘り起こし，きのうの風俗を再現する歴史家と同じ限で同時代を観察  
し，忠実に記録する小説作法を思いついた彼らは，60年の『シャルル・ドゥマ  
イ』“CゐαγJg5ββ椚α砂”（初名『文学者たち』“エgs肋桝桝βざ鹿ねfgγg5”）  
で小説家として認められ，65年『ジェルミニ・ラセルトク』“Ggγ桝ざ雅言gエα－  
cgγ′β〝∬”を発表するや一躍文壇の注目の的になる。ロマネスクな要素をまっ  
たく捨てて，ひたすら社会と人生の真実の絵画を描くことを標模した彼らのい  
わゆる記録小説は旧派の激しい非難を浴びる一方で，フローベル，ゾラ，テー  
ヌなど多くの賛同者をえて，新しい文芸思潮，写実主義の基礎を確立した。   
いくぷん椰検をこめた渾名で，兄弟はジュールモソJuledmondと呼ばれ  
る。エドキンとジュールを一体にした名前である。そしてゴソクールという名  
5   
文化論集第3号  
には1es という冠詞がつき，fr主res という字を伴うのが普通である。彼ら自  
身，jeを用いずつねにnOuS と書き，そのくせ実際には一人，単数として扱  
われる。ともに生涯妻帯せず，住まい，食事，散歩などの日常生活はもちろん，  
研究，執筆，旅行，交友なども二人で，娼家にも手をたずさえて出掛け，女性  
までも共有している。寝室でも，競売で買い込んだランバール公妃の大きなベ  
ッドに同会していたというから驚かざるをえない。独立してから弟の死まで，  
22年間に二人が離れたのはただの一回だけ，ジュールがルーアンへシャトール  
ー夫人の資料を探しにいったときだけだった。当時パリで「ジュールの影がも  
うェドモソを見えなくし，エドモソの影がジュールを消してしまう」と囁かれ  
たというから，彼らの異常な生活ぶりはすでに有名だったのだろう。  
ゴーチエによれば，二人が見聞違えられるのがむしろふしぎなほどだという  
が，外見は対照的である。ジャボニザソ，ビュルティP．Burtyの家で兄弟に  
会ったトクーリエA．Theurietほ二人の印象をこう書いている。「…二人の男  
がほとんど断定的な口調で交互に喋っていた。一同明らかに敬意をこめて彼ら  
に耳をかたむけていた。一人（ジュー ル）は小柄で，外見ほ微細，物腰ほ優雅  
で，とてもパリ風な洗練された表情をしている。もう一人は大柄で，がっちり  
した体付き，たっぷりした茶色の髪，意志の強そうな額，厚い眉の下の生き生  
きした探るような眼差し，一出っ張った顎，そしてあまり人好きのよくないロを  
半ば隠した濃い鼻下髭が，知的でぶっきらぽうな田舎貴族のようにみせる」，  
そのくせ二人はひとりの同じ人物のようで，「一人が話の口火をきり，もう一  
人がしめくくる」（7）。ゴーチエの娘で詩人のジュデイツトJudith Gautierほさ  
らに，ジュールの「金色がかった渦巻状の鼻下髭の下には，熟しきっていない  
大きなサクラソボのような感じのふくれた下唇」が見えるが，エドモソはとい  
えば，「髪はずっと茶が勝ち，四角な顔，ピソとはねた髭は，いつも銃士のよ  
うなそんな様子を見せて崩さない」け），とつけ加えている。容姿と同様に気質も  
正反対で，このことは当人たちも十分心得ていた。エドモソはジュールの死の  
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おりに，ゾラ宛の手紙に，「わたしは憂欝症で，夢想家ですが，彼（ジュール）  
ほ快活で，才気毅刺，論理的で，皮肉な性格です」（8）と害いている。またジュ  
ールほ自分たちの気質をこう分析している。「わたしたちは両者が同じ憧憤を  
抱いていない。彼の本質ほ，現在はそうでないにしても，家庭であり，小市民  
的夢であり，感傷的な女性との共同生活の理想だろう。わたしは憂欝な物質主  
義者であり，彼は気の優しい，憂欝な情熱家なのだ。わたしは自分が十八世紀  
の神父のような気がする，同時にまた，血や，残虐さや，肉体の苦痛を怖がる  
くせに，意地悪な気持を好むような，十六世紀のイタリアの皮肉な腹黒さとい  
う一面もある。エドモソにあってほ，反対にほとんど純朴なところがある。彼  
はPレーヌ生まれでゲルマン気質だ…わたしはパリ生まれのラテソ系だ。エド  
モソは他の時代だったら申し分ない軍人だ。自分でもロレーヌの血を，打たれ  
ても嫌がらない体を，夢想への愛を認めている。わたしときたらどちらかとい  
えば，掛け合いごとや仲間内の駆け引きに首を突っこんで，わたし自身のため  
に皮肉な見世物を見せて，男や女を奔命に疲れさせて鼻高々になる。かつてそ  
んな社会の定めがあったように，ごく自然な兄と弟の宿命といったものがある  
のだろうか？」（65．8．29）。   
そしてこのあと，ジュ ールはこうつけ加えている。「奇妙なことだ！とこ  
ろが結局，わたしたちのうちには気質の，趣味の，性格のまったく文句ない相  
違があり－－そして無条件に同じ思考，同じ判断，人に対する同じ好感と反感，  
同じ知的な視点がある。わたしたちの脳髄は同じように見，同じ限でものを見  
るのだ」。たしかに彼らの事物に対する考え方，意見はもちろん，瞬時に変わ  
る精神状態，喜怒哀楽の情まで，まるで示し合わせたように同じ動きを見せ  
る。「わたしたちは何から何まで，どちらを見てもまったくの双生児で，太っ  
た女に対する好みまで同じだ。庭のあるキャベツに，小便をひっかけてやろう  
という考えが，今夜二人の頭に同時に浮かんだ」（61．7．12）。「もしそれがある  
とすれば，愛というものがどうあるべきか，いま理解する。肉体面を除桝も  
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性の結びつきというのは，わたしたちのあいだにあるものを言うのだ一つま  
つがい り，一人がもう－一人と一緒でないときには二羽でしか生きられない鳥の番のよ  
うな半端ものになる。わたしたちには半分の感覚，半分の生命しかない。一刀  
と引き離された一人は，われわれ自身の欠けた半分である。二巻のうち第一一一巻  
がなくなった一冊の本のように，不完全なものである。愛がどんなものか，わ  
たしはこう考える。といって，愛とほこんなものだろうか？ 二つの心の合体  
に，精神の結合，われわれだけに特別なもの，精神的なものすべての結合をっ  
け加えなければならないのではないか？…愛を自分たちの兄弟愛に比べて，わ  
たしは愛を美化していた」（59．11．15）「いまやわたしたちは同棲している女た  
ち，その健康まで同化して，同時にメンスがくる女たちのようなものだ。わた  
したちにほ頭痛が同じ日におこる」（66．12．20）。こうして彼ら自身異常を感じ  
ているくらいだから，単に仲のいい兄弟だけではすまされないこの八つ適いの  
一卵性双生児が，世間からはいかがわしい関係と誤解され，近親相姦とかホモ  
セクスとかいうスキャソダラスな噂がたちてもふしぎではない。  
兄が確固とした計画のもとにこつこつと努力を杭み重ねる勤勉，寡黙な内向   
型，弟は熱狂しやすく能弁で，いささか軽薄な発散型という性格は才能にも現  
われている。グールそソほこんな比較をしている。「ジュールは書いた，駕く  
ぼどみごとに書いた，彼は省くことを知っている。エドキンは裁断し，縫い合   
わせる。しかしこの仕事では，縫うということには，切れ端を縫い合わせると  
いう以上の効果がある，それほ同時にこまごましたデッサソと，作品全体の調  
和を具現することである」（9）。エドモソが膨大な資料を漁り，整理し，綿密に作  
品のプランをたて，ピトレスクな才能に恵まれたジュールが，のちに「芸術的  
文体」Ecriture artiste と呼ばれる頻りに凝った独特の文章にして紙に移す。  
エドモソは『日記』について簡潔に，「原稿全体が，二人の口述をもとに，弟  
の手になる。これがこの手記をかくためのわたしたちの作業方式である」hα，と  
述べているが，エドキン直接の聞き書きによる『ゴソクール兄弟伝』の作者デ  
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ルザンほさらに具体的に説明している。二人にとってきわめて重要な書出しと  
結末について，「それぞれ部尾に閉じこもって，同じ章をかいた。それを読み  
上げ，優れた方を採った」。そして永い日時をかけて仕事が終わると，それぞ  
れの原稿を取捨選択して，まったく無理なくまとまったひとつの作品になるよ  
うに調整し，つぎにあいだの部分も同じ方法で埋めてゆく。そして「兄弟はす  
ぐに，黄色いザラ紙の四つ折り版のページに，彼らの本の写しをとっておく習  
慣があった。一枚一枚縦に半分に折る。右側に（推敲前の）文が書き付けられ，  
左側は省き替えと，追加分にあてられる」㈹。  
女性にはかなり杭棒的であったジュールほ，しばしば娼家の客となり，50年  
9月にル・アーグルの近郊で梅毒に感染する。生来蒲柳の質の彼は，この忌ま  
わしい，不治の，緩慢な病毒に悩まされ，70年6月，兄に先立って39歳で不帰  
の客となる。半身を失ったエドキンの悲嘆，苦悩，絶望は想像を絶するもので  
あった。もはや単なる落胆や哀惜ではない。ジュールの死は同時にエドモンに  
とっても死を意味した。少なくとも文筆家としての生涯にはここでひとつのピ  
リオドが打たれたようにみえた。「何カ月かすぎて，わたしは弟の手からすべ  
り落ちた筆を再び執っている。わたしほこの最後の記述で，弟が自分の青春を，  
子供時代を振り返りながら死の床で書いたこのノートで，日記をとめたいと思  
っていた。『この木を続けたところで何になろう』，とわたしはひとりごちた。  
『わたしの文学的生命は終ったのだ。わたしの文学的野心は消え去ったのだ』  
と」“勿。エドモソはその後四半世紀，二十世紀の曙光が見えるまで生き続けた。  
没年74歳，平均寿命50歳の時代としては，ユーゴーにつぐ長寿である。弟の死  
後，エドモソは単独で『娼婦エリザ』“エα蔦JJβE〟5α”（77年），『シュリ』など  
の小説，数編の小説の劇化，『歌麿』“0〟fα桝αγ0”（91年），『北斎』“月b々〟5αi”  
（96年）を出したが，浮世絵研究以外にはみるべきものはない。   
伝記作家フォスカは言う。「1870年6月に死んだのがェドモソだったら，生  
き残ったのがジュールだっ たら，と自問するのは不遜だろうか？・‥わたしが思  
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うにほ彼（ジュール）ほェドキンが晩年に没頭した例の歴史や，日本趣味の特  
殊研究のどれも出版せず，彼が書いたであろう小説は兄が創った小説とは大い  
に違っていたろう。その作品はいっそう肌理こまかく，軽妙で緻経で，またい  
っそう人間的で，とりわけずっとみごとな出来栄えになったろう，と思う…ゴ  
ソクール・スタイルを，芸術的文体をこれほどの完成度に高めたのはジュール  
なのだ。エドモソはジュールの死後，それを誇張し，硬化させたので，エドモ  
ソがその文体を創ったわけでほないのだから。最後に，1895年にはオートウイ  
ユの家には，エドモソが25年間に積み上げた装飾品や美術品の第二部は詰まっ  
ていなかったろうとわたしは信ずる…  
「おそらくジュールの知力の衰えは，エドモソにとってほ，肉体の病以上に，  
考えられないほどに苛酷な拷問であったろう。彼と弟はただ深い愛情で結ばれ  
ていたばかりでなく，また20年釆たゆまず続けた共同作業で，彼らの生活と精  
力を捧げた文学の仕事で結ばれていた。ジュールを失ってエドモソほ弟を，喜  
びと苦しみの最愛の伴侶を失っただけではない。彼の脳葉が壊れたようなもの  
だった。このように四肢をもがれて，どうやって生き続iナ，．書き続けることが  
できただろうか？」   
弟の死後，エドモソの業績はたしかに乏しい。ところが二十世紀後半になっ  
て，彼ら自身が忘れていた作品，まったく予期しなかった歴史がにわかに脚光  
をあびたのである。  
Ⅱ 新歴史  
事実上の処女作ともいえる◆『ラ・ロレット』が発売、されたおり，この本に  
『恐怖政治下の快楽史，タタール人の陣地』“エ’方言ざわ才柁血月rα古ざ才γざ〃αgJα  
7セγ柁〝γ0〝エβC（Zチタゆゐざrαγfαγγβ5”の近刊予告が載っていた。兄弟は最  
初，大革命下のパレ＝ロワイヤルの歴史を書くつもりであったが，この意図は  
しだいにその内容が拡がり，1789年から1800年までのパリ社会史，さらに十八   
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世紀全般の社会，芸術，文学生活の絵巻を繰り広げようという，壮大な計画に  
変っていった。その第一の成果『大革命下のフランス社会史』が54年3月に発  
刊されると，兄弟の大構想はつぎつぎに実現される。『ルイⅩⅤ世の寵姫たち』  
の序文は，その構想をこう説明している。「本書を読者に贈ることにより，わ  
たしたちほみずからに課した仕事を終わった。書こうと試みた十八世紀史がい  
まや完全なものになる。ルイⅩⅤ世からナポレオンにいたる時代の各時期，国  
家と風俗の一つひとつが，わたしたちの信条と技量に従って研究されたのであ  
る。『ルイⅩⅤ世の寵姫たちの歴史』ほ読者を1775年に導き，『マリ＝アントワ  
ネットの歴史』は1775年から大革命まで案内し，『大革命下のフランス社会史』  
は1789年から1794年まで導き，『総裁政府下のフラソス社会史』ほ1794年から  
1800年までを案内する。かくして全世紀がこれら四つの研究に含まれている。  
そしてそれほわたしたちに先立つ時代，現代という世紀が，現在の祖国が生ま  
れた時期の四つの年代といえるものである」。そして彼らは九編ほどの歴史書  
の執筆（141に約十年の歳月と，数千フランの資料費と，精力を捧げることになる。  
ブルジ ョワの時代といわれた七月王政下では，政治ばかりでなく文化全体の  
流れに大きな変化がおこったが，歴史学もその例外ではない。ユーゴーを将帥  
とするロマン派の作家が，歴史，宗教，神話の中に題材を求め，人間の理想的  
な姿，その偉大さを描いたのに反して，バルザック，フローベルなどの新しい  
作家たちは，人間のありのままの姿を見つめ，ときにユーモアや皮肉を交えて，  
赤裸々に描くことに専念した。1831年に出版者ラヴォカが現代風俗の集大成  
『パリ百一年の書』（凋を出版し，これに続くキュメルの『彼ら自身に描かれた  
フラソス人』個の発行もこの気運に乗じたものであった。39年5月から42年4  
月まで，週刊で222巻で完結したこの現代百科事典には，当代一流の文学者や  
詩人が執筆し，その序文はジュール・ジャナソJ．Janinが担当している。「人  
額を忘れた歴史家たちは，包囲陣だの，戦闘だの，被占領，被破壊都市だの，  
和平，戦争条約だの嘘八百の，血塗られた，とるに足りないあらゆる種類の事  
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柄を語って楽しんできた。彼らは，人間はいかにして戦ったかをロにしたが，  
いかにして生きたかを語らなかった。日々着ているマ∵／トにほ気をかけずに，  
この上ない細心さで鎧について述べてきた。法律に関心をもっても，風俗には  
眼もくれなかった… 事実数えてもみたまえ，なんと僅かなモラリストしか，あ  
えて日常生活の単純な細部に足を踏み込まなかったかを」。  
十九世紀中葉まで，革命と十八世紀は歴史家にとって流行の話題であり，七  
月王政の確立とともに，十八世紀の文学，芸術は見なおされてきた。ビュルク  
Burke，ド・メーストルJ．de Maistre，チエ，ルThiers，ミニェ Mignet，  
キネQuinet，ミシュレMicheletなどがそれぞれの持味で纏めた革命史は，  
明快な分析のきわだつトクヴィルの『旧制度と大革命』㈹（56），仮借ない解釈  
を下したテーヌの『現代フランスの起源』M（67～96）によって完成された。両  
著ともに，旧制度の社会や風俗の変化にまで遡ることによって，革命の具体的  
遠田の追求を主軸におき，事件史ほ従として扱っている。   
兄弟ほ二回にわたって，歴史的事実への彼らのアプローチと，自分たちの任  
務とする目的を説明している。といっても，彼らがヘーゲルに比肩すると説く  
のほ買い被りで，彼らにほヘーゲルほどの哲学的な規模ほないし，また兄弟自  
身，ヘーゲルやマルクス流の，歴史上の変革には法則があり，その中にひとつ  
の意味を見いだしうるという主張にはむしろ否定的である。彼らにとってはそ  
の歩みは行き当たりはったりであり，歴史は盲目であった。  
『十八世紀の親しい面影』の序文は彼らの◆最初の歴史論である。文明が始ま  
るとき，歴史はドラマであり，武勲詩である。ヘラクレスを，ローラソを語る  
とき，歴史は運動している。歴史ほ，その肉体が括勤している状態の人間につ  
いて述べる。外側から人間を描いている。ところが世界が落ち着くときがくる  
と，「思想が事実の武装を解き，近代の汝自身を知れg乃∂fカタざ∂α〟わ乃 が民族  
の熟した精神を新しく変え，ハムレットが現われ，心理が生まれ，人間は自分  
自身に耳を傾ける」。こうして歴史家の視点はヒーローからただの人間に，行   
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為から動機へ，肉体から魂にうつる。   
前時代までは，歴史家には，人間の特性，その才能の描写しか要求されなか  
った。政治家，軍人，詩人，画家，偉大な学者や職業人はその役割の中におい  
てのみ，公的生活として後代人が継承する彼らの作品や努力の中においてのみ  
示されてきた。十九世紀は，この政治家，軍人…がかつてあったままの人間の  
姿を要求する。その関与者としての人間ame，その精神のうしろに生きた心，  
それが要求され，求められる。これこそ歴史の新しい興味であり，歴史家の新  
しい義務である。ものを軽視しないこの学問，小さくならずにあらゆる細かい  
ところまで降りるこの絵画，一粒の砂から人間の小世界を再構成すること，  
これが私生活の歴史1’histoireintime である。後世のひとびとが人間の歴史  
l’histoire humaine と呼ぶであろう本当のロマソである。  
さらに『ルイⅩⅤ世の寵姫たち』の序文は説く。この新歴史ほ社会全体を包  
含するものであり，ただに民衆の公的行動，あるいは政府や社会的組織のおお  
やけの，外面的散候，戦争，平和条約などを語るものではない。「社会の歴史  
は政治史が忘れ，あるいは軽蔑していた歴史に密着するであろう。それは人間  
種族の，→国の私生活史になるであろう。人顆の精神革命，文明の一過性の地  
方的形態を研究し，明示するであろう・・・それは女性，歴史に過小評価されてき  
たこの大女優に，近代人が風俗と世論を通して，彼女に用意した地位を作るで  
あろう・‥歴史は逸話からその人物像，粘土像を作り出すであろう。それはいた  
るところで反響を，きのうの生活を探し求めるであろう。その制度のルールと  
なる一時代の秘密を見いだすために，あらゆる回想記から，ごく些細な証言か  
ら着想を受けるであろう。これこそ社会の精神，古い世界の律法の失われた鍵  
である」。これを要するに，宗教の意識や儀式，衣装や衛生，食事の内容や食  
卓生活，家庭や教育，読書や劇場，老人や青年，売春や社交婦人などが歴史の  
対象になる。  
こうした身近な材料ならいつの時代にもことかかないが，彼らにとっては  
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「衣装の見本や晩餐のメニュのない時代は死んだ時代だ，人の興奮を呼はない  
時代だ。そこには歴史は整らないし，後代人ほ再びそこに生きることはできな  
い」（59．6）から，当然遠い過去は彼らの射程外になる。直結した過去，彼ら  
自身が相続人になる時代のみが対象になる。「ルビコソを渡るカエサルなどわ  
れわれにとって何になるのか？ 古い歴史など聖遺物だ！ しかしシェリ夫人  
ユ‾rニケ の不倫こそわれわれの古典になり，われわれの時代であり，われわれの心を打  
つのだ・‥過去に興味を抱くためには，それが心に，感覚にまで燈らなけれはな  
らない。頭に浮かぶだけの過去などは死んだ過去だ」（61．9．19）。こうしてエド  
キンは「もっともつまらぬ心理小説のほうがホメロスより心を打つ」（61．5．11）  
と極言し，ジュールは「どう考えてもギリシア人にはげっそりだ」（62．6．19）  
と肩をすくめる。ところが伝統的歴史家の遠見は根強い。古代人を研究テーマ  
にして，l‾ローマ人の靴のはき方」について本を書く学者には，アカデミーへ  
の通が開かれるが，「われわれの時代に近い世紀，広大な世紀を選んでみたま  
え，海のような資料をかきまわし，一万部の小冊子，五百部の新聞を手にとり，  
それらすべてから特殊研究でなく，一社会の精神の復元を試み，十八世紀およ  
び大革命のもっとも奥に隠された性格を見付けだしてみたまえ，諸君は愛敬た  
っぷりな詮索家，かわいい野次馬，行儀のいい出しゃばり屋以外のなにもので  
もないであろう。フランスの大衆はまだそれに関心を寄せることを，歴史にゆ  
るしてもらえないのだ」（63．1．25）。  
こうした新しい歴史を書くに当たって，彼らはあらゆるものを利用した。す  
べての証言，すべての資料を考慮にいれた。具体的には彼らの原資料はつぎの  
三種煩である。第一に印刷物。各時代の歴史，個人的な供述，修史官，記録作  
家，小説家，劇作家，滑稽噺作者や詩人，新聞や「小冊子，好色小唄集，パソ  
フレット，情報屋，攻撃文吉など，束の間に飛び去る紙片」も，裁判書記の書  
類，評判，記録などもおろそかにしない。第二に未刊のもの。手書き原稿，俄  
侮録，肉筆書簡である。さらに「一時代には生き残る他の道具，不死の他の記   
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念物がある」と述べ，各時代の芸術作品や手作りの道具などに執着する。各種  
の像，織物，彫刻家ののみ，版画家のビュラソ，建築家のコソパスなどもまた  
風俗史家には欠かせない証言になる。   
『大革命下のフランス社会史』の序文によれは，この作品の執筆中，兄弟は  
約一万五千の資料にあたったという。「それはこのページの中で利用されたも  
っとも小さな事実のうしろに，もっとも些細な言葉のうしろに，わたしたちが  
まさに考証にかかろうとしているひとつの資料がある，ということだ。それほ  
また，この私生活の歴史は，重要な歴史とはいえないまでも，少なくともまじ  
めな歴史だ，ということだ」。  
ェドモソは『ある芸術家の家』（咽で，母と二人の叔母に連れられてメニルモ  
ンクソの骨董屋で古物漁りをした少年の日の喜びを回想している。こうした体  
験が尾を引いて，50年頃から，彼らは生活骨壷や美術品の蒐集をほじめ，その  
魅力にとりつかれた。十八世紀の，とくに女性の日常生活に用いられた骨産品  
をあくことなく漁った。また「個人の頭や心」，持ち主の考えや気質を覗かせ  
る未刊の原稿や手紙を求めて，売り立てや蒐集家の後を追ってパリ中を駈け巡  
った。『卜八世紀の親しい面影』の出版事情について，彼らは簡潔に記してい  
る。l‾（原稿を出版者）ダソチゥに300フランで売った。燃やした油や薪の代金  
にもならない。この二冊の本をつくるために，わたしたちは2，30（犯フランの  
肉筆書簡を買ったものだ」（56．12．25）。こうしてみれは，生活骨董や美術品の  
蒐集ほ兄弟にとってほたんなる趣味ではなく，歴史の研究費の一部であったと  
いえる。  
Ⅲ 十八世紀  
フラソスの産業革命は七月王政下（1830～48）に始まり，第二帝政期（1852  
～70）に完成する。とくに第二帝政時代，フランス社会は末曽有の発展をとげ  
ている。僅々2，30年間に工業生産は倍増し，輸出量は七月土政時代の三倍に  
15   
文化論集第3号  16   
成長し，新製品の特許登録は二倍になり，51年に3，700キロにすぎなかった鉄  
道網は70年には18，000キロに伸び，農産物は増収の一途を辿る。都会には銀行，  
百貨店が続々誕生し，パリはオスマンによって近代都市に変貌した拍。55年に  
シャン＝ゼリゼに開かれた万国博覧会は，産業革命の成功と近代文明の進歩を  
祝う一大イヴェソトであった。大衆は熱狂し，酔い痴れ，ルナソ，ユーゴー，  
ゴーチエ，ミシュレなどほとんどの文学者が文明の至福を謳い，蒸気機関やガ  
ス灯を讃え，未来は科学と技術にありと信じた。この進歩の神話を否定した少  
数派，その代表がボードレール，フローベル，ゴンクール兄弟であった。   
ゴソクール学者のコップ教授は，兄弟を「十九世紀のまんなかに迷い込んだ  
十八世紀の移民」耕と評している。彼らの心に十八世紀に対する偏愛を植え付  
けた動機はいくつか考えられる。貴族，貴族的なものに対する憧れ，これは両  
親の血筋から受けた天性のものだろう。旧制度の教養と雰囲気を身につけた母  
親，とくに叔母の薫陶押。そしてこれも二人の女性の影響であるが，生活骨董  
や美術品への愛着など‥・いずれにしても彼らにとってほ十八世紀は至上の時代  
であった。「われわれのすべての起源は，すべての性格はそこ（十八世紀）に  
ある。近代ほそこから発し，そこに遡る。それは光の時代であり，rとりわけフ  
ランス的な時代である」担。ミシュレもほとんど同時期に，十八世紀を啓蒙の時  
代，解放の世紀として称揚しているが，人間の完成の可能性を信じる彼にとっ  
ては，この世紀は人類の進歩についての信仰を予見するものであった。ゴソク  
ール兄弟の場合は違う。現在自分たちを取り巻く世界を見つめれは見つめるほ  
ど，十九世紀にたいする反感がまし，前時代への傾斜を深め，十八世紀と十九  
世紀を対極におく。美と醜，賢と愚，高雅と卑俗の対照。l‾十九世紀には家具  
はない，プロソズ像はない，磁器はない！ 産業のなかで芸術が語られること   
はけっしてなかった！」（55．8．28）。「十八世紀を研究すれはするほど，その根  
源と目的が喜びと楽しみだったことがわかる－一われわれの時代の根源と目的  
が金持ちになることと金銭であるように」（61．10．10）「金を通うこと，それが   
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十八世紀の生活。金を集めること，それが近代生活」（62．1．19）。   
両時代に対する偏愛と嫌悪はただ生活風俗，時代精神に対するはかりなでく，  
政治や階級制度にまで及び，ここでもまた十九世紀の平均，平等主義，付和雷  
同性に対して旧制度の特権と貴族的個人主義を，人民を集めた衆愚政治に，考  
えるエリートによる統治を，芸術に無理解な共和制に対して詩人や画家を庇護  
する：仁政を，進歩の宗教に，彼らの懐疑主義と悲観主義を対立させる。「十八世  
紀においては大貴族は，狂気，混乱，浪費，悪の移ろいやすい優雅さ，放蕩の  
高雅さと級細さを表徴している。十九世紀における貴族はブルジョワである。  
彼らを象徴するのほ何か？ 家族，倹約，有産階級である。もはや集団から生  
まれる悪はない一 従ってもう集団の美徳はない」（62．1．29）。愛すべきこの  
旧制度を倒し，にくむべき十九世紀を生みだしたのは大革命である。1789年は  
彼らにとっては呪うべき年であった。革命家，ギロチソで象徴される当時の世  
相，とりわけ革命の立役者であった労働服の無頼漢たちの意地悪な悪ふざけ，  
人を傷つけずにほおかない嘲笑の品のなさには我慢ならない。この貧民の武器  
が十九世紀全体に幅をきかせている。偉大で，英雄的で，神聖なものすべてを  
嘲弄する不遜な夙軌 平凡なものしか望まない近代デモクラシーの精札「い  
ずれ古い社会を殺すのは哲学でも，科学でもない。思想の偉大かつ高貴な攻撃  
によって消えるのではなく，じかに毒によって，フランス精神の昇元の毒とな  
る，悪ふざけによって消えるだろう」（68．6．30）。彼らの大革命に対する敵意  
はついには，腹案だけで出版にはいたらなかった『十八世紀の政体』“エ’EfαJ  
α〟d正一力祝よ′i∂∽g5∫∂cJg”に具体化され，その序文で「自由主義に対する偉大  
な宣言，貴族階級の遺書を作ること。われわれの理念，われわれが皮膚の中で，  
下でg〝∠〟5βf古形C〟≠g考えているすべてのことを表明し，われわれの歴史意識  
を荒々しく，圧倒的に，恐れげもなく主張すること。89年の例の恩恵を徹底的  
に否定すること」（61．5．30）を企てている。  
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Ⅳ 女 性  
ゴソクール兄弟の特異な，というより奇矯な性格のひとつに，その極端なア  
ンチフェミニズム，女嫌いmisogynie，女性蔑視がある。だからといって同時  
代の誰かれのように，彼らをホモセクスとか不能老とかきめつけるには早計で，  
むしろ彼らは普通以上に女性への関心が強く，つねに意識していたと思われ  
る。『日記』に頻繁に繰り返される女性論や，小説十編のうち八つまでが女性  
の生涯を題材にとり，題名に女主人公の名前を用い，十二編の歴史のうち九つ  
までが女性の個人研究に当てられているのがその証しであろう。しかし実生活  
でほ，文芸上の庇護老となったナボレオソⅢ世の従妹，マチルド・ボナパルト  
Mathilde Bonaparteと，ジュールの死後エドキンに母親にも亡弟にも較べら  
れる愛情と配慮をよせたドーデー夫人，ジュリアJulia Daudetを例外として，  
彼らが女性に対して対等な愛情も尊敬も捧げたことは一度もなかった。   
兄弟の生活にもっとも近かった女性は，のちに小説『ジェルミニ・ラセルト  
ク』の女主人公のモデルとなるローズ・マラングルであった。ジュールが7歳  
のときから四半世紀，ただの家政婦の役をこえた忠実さと献身ぶりで，二人の  
面倒をみた彼女は，兄弟が初めてマチルド妃の晩餐に招待された同じ日に病死  
した。「悲しみを，喜びを，彼女はわたしたちと分け合った。わたしたちの習慣  
を知りつくし，わたしたちの恋人を全部知っていた。わたしたちの生活の断片  
であり，部屋の家具であり，青春の残骸であり，何だかしらないが優しく献身  
的な，もく－もく小と小言の多い，番犬さながらに見張っているものだった，わた  
したちと一緒でなけれは，死ぬはずがないというように」（62．8．16）。『日記』  
ではこうして彼女を哀惜し，感謝を惜しまないが，しかし人間とは見ず，犬に  
例え，家具としか扱っていない。四，五日のちに隣人の口からこの忠実なロー  
ズの本性を聞かされる。多情な女で，情夫を何人も替え，その歓心を買うため  
に主人の金をくすねたり，借金して回ったり，隠し子まであったという。死因   
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となった肺炎も，嫉妬にかられて一晩中男を見張って，風邪をひいたのが原因  
だった。「気の毒な女！わたしたちは彼女を許そう…彼女に対する深い憐慈  
をおぼえる」という反面，女性不信はいっそう深く板をおろす。「しかしこの  
悲しい暴露によって大きな苦渋が心を覆う…女という性全体についての不信の  
念が，生涯わたしたちの心を占めた…その魂の二重底，嘘についての驚くべき  
才能，無欠の天才についての恐怖の念がわたしたちの心を捉えた」（8．21）。   
兄弟の生涯に女性の影が映らないわけではない。とくに，発展家であったジ  
ュールにはコソテス・ラッサール，マリ・ルペルチエ，アンナ・デリヨソなど，   
数人の情婦の名前があげられるが，彼女らとの情交にしても愛情のかけらもな  
い肉の接触にすぎず，シャソフォールのいう「皮膚の触れ合い」困以上に発展  
しない。友人たちと娼家に出入りしても，仲間たちのように放蕩を楽しむどこ  
ろか，おぞましげに「解剖標本室」と呼んでいる。   
女性に対する軽蔑，嫌悪，呪阻の毒舌にはきりがない。その肉体については，  
「女性のすべての九 発達ほ体の中部，下部に向って流れるようだ。骨盤，背  
部，腿。男性美ほ高貴な部分，胸，幅広い肩，秀でた額に向っている。ヴィー  
ナスの額は狭い。デューラーの『三美神』には頭の後部がなく，肩幅は狭く，  
彼女らのうちでは腰ばかりが輝き，幅をきかせている」（55．10．13）。その上愚  
かで，物事の表面しか見ず，正邪の判断がつかない。頭は馬車曳きなみで，文  
字や詩には縁がない。「スクール夫人やジョルジュ・サンドを解剖したら，や  
や両性具有的な構造をしているに違いない」（57．8．26）。女性のセックスに対  
してはとくに手厳しい。「女性はその性を生計の手段とみなしている…貧乏な  
女性にとっても，金持女にとっても…性はごくあっけないいくつかの色事が横  
切る職業である」（57．5．23）し，ゴーチエをして，「売春は女性の日常の状態  
だ」（63．6．22）といわしめる。ミシュレがはとんど神秘的に見た女性の生殖は，  
ただの繁殖器械machine af昌condationであり，母性愛にしても単に動物的  
愛情とかたづけられる。彼らには妻も母も要らない。「わたしたちのような男  
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には，ほとんど躾けも教養もなく，快活で，精神は生まれたまま，ただそれだ  
けの女が必要なのだ。そうした女は可愛い動物のようにわたしたちを喜はせて  
くれるからだ…ところが情婦が社交界で操まれ，芸術や文学を少々番ったりし  
たら，実についてわたしたちの考えや意識と対等に語りたがったら，本や趣味  
の連れや仲間になりたいと望んだら，調子はずれのピアノさながら堪え難くな  
り，とたんに嫌悪の対象になる」（57．5．21）。   
21歳のときジュールは，元産婆で数奇な前半生を送ってきたマリアと知り合  
い，情婦にする。兄弟の好みにぴったりの女性であった。「彼女が入ってくる  
とドッと笑い声があがる。その顔が見えるとお祭騒ぎだ。部屋にいると大はし  
やぎで，田舎っばい抱擁が続く。太った女で，縮れたブロソドの髪，それを額  
のまわりに掻きあげている。奇妙な優しさをたたえた青い瞳，厚い唇，明るい  
気持ちのいい顔，ルイⅩⅥ世風の美少年の表情。胸がはちきれんはかりのブラ  
ウス，ルーペソス風の女神もかくやの威厳」（58．3．27）。のちに彼女は，悪び  
れもせずに兄弟ふたりの情婦になる。「彼女はわれわれとの共同作業を承知す  
る」（58．6．23）。もちろん，単に小説の材料を提供するだけではなく，ベッド  
でも二人に奉仕するという意味だ！ 兄弟との交情がもっとも永続きし，おそ  
らくもっとも気に入られた恋人として，その姿はジュールのエッチングに残さ  
れている。  
エドモソと親交のあったジュリエット・アダソは，「ゴンクール兄弟ほ十九  
世紀の女性を嫌い，理解できず，彼女らに悪意，自堕落，愚かしさしか与えな  
かった。十八世紀の女性に親しみ，愛したあまりである」別 と評しているが，  
十九世紀の社会や制度に対するのと同じく，彼らは両時代の女性を対比するこ  
とによって，一方に対してますます傾斜を深め，反動的に他方を嫌悪したので  
ある。   
バダンテール教授は十八世紀女性について，三つの特質を指摘している四。  
第一に彼女らの優雅さ，すなわち良い趣味についての熱狂的な好みである。心  
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の，精神の優雅さ，もちろん外見の優雅さもこれで，そうしたエリート社会の  
風俗の代表ともいえる美とモードについて，兄弟が膨大なべージをさいたのも  
ふしぎではない。ひとつの流行がゆきわたれは新しいものに移る。人から目立  
ちたい，注目されたい，そのためにほ何でも許される，たとえ少々滑稽なもの  
であろうとも‥・女性たちは新しい知識を追い求める。多くは表面的な一時の流  
行であったが，なかには高級な学問についての本物の女学者も生まれる。「光  
の世紀はただに男性の天才のそれだけではない。『あらゆる知識に通暁するこ  
と，あらゆる才能の百科全書，これが十八世紀女性の夢である』」。ルソーやダ  
ランベールが庇護を求め，多くの学者，詩人などをアカデミーへ送ったのほ，  
知識層の女性のこうした精神であった。第三に彼女らは他の時代の女性には考  
えられない自由を享受していた。彼女らを支配するのはモードだけで，その他  
は肉体も，心も，精神もすべて自由であった。彼女らの性的な自由，この点で  
の社会の変化を語らずには，当時の上流社会の女性は想像できない。そしてゴ  
ソクール兄弟は，こうした優雅で，知的で，性的な束縛を脱した十八世紀女性  
を憧れるのである。  
といっても，庶民の女性に対してはみじんの共感も同情もない。「啓蒙の光，  
知性の中心にありながら，彼女らはホッテントットの女性なみにその脳髄に考  
えのない存在で，下劣きわまる粗野な存在である」囲。市民階級の女性に注ぐ日  
もけっして暖かくない。彼女らの母親としての姿しか見ていない。「彼女の生  
活は二つに分けられている。半分は女性の技術と才能に磨きをかけること，残  
りの半分は手仕事，家事，召使いの女のような疲れやすい家庭的な労役にふり  
向けられていた」。ここで気付くことは，市民階級の女性の本質は，異質の二   
つの部分からなるということだ。つまり彼女は奏であると同時に女中である。   
「そしてゴンクール兄弟にとっては，女性の本質は主婦でほないはずだ。そし  
て彼らの目には，（家事にたづさわる）女性ほなお女性に値するか，怪しまざ  
るをえない。物質的，すなわち経済的束縛を脱しない限り真の女性はありえな  
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い。女性の本質は優雅さ，気品，身についた技術や，あるいは知識の中にあ  
る。無銘でない労働，遊びでない，無欲な活動でないものほすべて，女性の品  
位を傷つける。こうしてみれは十九世紀の女性にたいする彼らの嫌悪は理解で  
きる。彼女らは前時代の女性から，物質的な幸福に対する関心のみを残し，も  
はや存在しない，蒙春な，才能に富んだ，無欲な貴族階級を真似ようという意  
欲を捨て去ってしまったのである。彼らの見るところ，彼女らのみが女性の真  
髄であり，他は女性とはいえない。『社交界の婦人のみが女性であり，他は牝  
だ』（55．1．13）。その数は少なかったとはいえ，ゴソクール兄弟ほ，彼女たち  
（社交界婦人）こそ事件の根源であり，あらゆるものの源泉とみなした。彼女  
らは自分たちの願望を，考え方を，話しかたを，言葉まで男たちに押しつけ  
た。宮廷に命令し，大臣たちに指示し，主に影響を及ぼし，敗退するまでフラ  
ンス軍を指揮した。その絶大な，密かな力は，モンテスキューをして『彼女ら  
は一種の共和国を，国家のなかに新しい国家を作っている』（『ペルシャ人の手  
紙』）と言わしめたのである。十八世紀はだから女性全能の世紀である。社会  
全体とまでほ言わないが，少なくとも社会階級の価値観を理解するためには，  
女性に紺ねなければならない，われわれの歴史の例外的な時期なのである」印。  
九冊の女性の個人研究を発表し，さらにその集大成ともいうべき『十八世紀の  
女性』を纏めた兄弟に，女性史家の席を与えることに異議はあるまい。  
Ⅴ 新歴史の評価の変遷  
新歴史の創始者として自信満々だったゴソク■－ル兄弟の作品は，しかし僅か  
な支持者は別として専門家，批評家には不評を買い，大和こはそっぽを向かれ，  
彼らは／くイオニアの悲運を嘆くのみであった。l‾一読者には，彼らが以前に会っ  
た人に再び会えるような，すでに知っていることを耳にするような，実質的で  
小さく纏った作品が必要なのだ。ごく僅かしか知られていないものは読者を逃  
げ腰にさせ，まったく手のついていない資料は彼らを怯えさせる。わたしが理  
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解しているような，時代のあらゆる面に展開するという口実で，肉筆や書簡や  
未刊資料の長いセットを展げる歴史，歴史の一般形式から外れた新しい，細か  
い，洗練された歴史がそれだ。わたしの腹案が題名の上にほっきり記され，ペ  
ージ全体が四苦八苦して既知の事実の中を歩まなけれはならないような，分厚  
い歴史を書くに要する努力の二十分の一の見返りもないだろう」（57．3．16）。  
『総裁政府下のフランス社会史』の序文で，著者は自分たちの歴史に加えら  
れた非難を紹介して，簡単な弁明をしているが，これは彼らの歴史全体に対す  
る非難でもある。（1）逸話，些事，人や物の私的な端々まで割愛しなかった  
罪。弁明：筆者は二人の逸話史家，プルクルコス，サン＝シモソを踏襲した。  
（2）革命下の娼婦に筆を割き，タキッス風な純潔な筆の運びに倣わなかった  
罪。弁明：カエサル時代の史家はローマ社会の歴史を書かなかったし，またネ  
ロやソクラテス時代の風俗を知りたいと思うものは，タキッスの傍らに（好色  
な）ユウウェナリスの作品を置いても仕方がないだろう。（3）89年の社会の観  
察を地方におかずパリに限り，また著者自身地方出身と思われるのに，・家族の  
伝承を無視した罪。弁明：著者の祖父は国民議会のバッシこ選出議員で，パリ  
に在任した。（4）著者の政治的意見。弁明：返答の必要なし。  
兄弟が自分たちの歴史のもっともユニークな，前人未踏の道と信じたもの  
が，批評家の姐上にあげられた。とるに足りないありふれた些事は，まじめな  
歴史家から見れば歴史の名に催いしない。女性の化粧や薪紅や髪型の流行に数  
十ページも費やすような本は，歴史書とほ言えない。古い友人のバリュール  
F．Barri畠re は「デ／；」紙上で，「あまりに細かいことに才能を浪費するとお  
小言」（57．3．16）を言うし，／ミルベイ・ドールゲィリBarbey d’Aurevillyに  
到っては彼らを「文学のベルトラン軍曹」困 ときめつけた。有名な墓荒らしの  
名をあげて，古い事実を暴いて歴史を傷つけた吸血鬼と非難したのである。こ   
の記事に二人は大いに悩み，ジュー ルは「肝臓の痛みが再発し，一時は二度目  
の黄痘を心配した」（57．6．10）ほどだった。彼らのパリ偏重もしはしは指摘さ  
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れる。例えば，『十八世紀の女性』でほ県民女性にはまったく言及せず，女性  
人口がわずか20パーセソトにすぎない当時のバリのみを取り上げている。しか  
し田舎ぎらいの兄弟にとっては，農民の男女など同じ人間とはおもえず，また  
地方に関する資料の乏しかった当時のことなので，筆を割く気にもならなかっ   
たのだろう。  
すでに述べたように七月王政以来，十八世紀が見なおされ歴史家たちほこぞ  
って旧制度に注目しはじめた。その意味では，ゴソクール兄弟の歴史研究は時   
宜をえたものであったが，その目的は正反対といえる。自由思想家たちは，過  
去のうちに反動に対する武器を探した。チエリ，ギゾー，ミニェなどは戦闘的  
な姿勢で，その著書ほ政治理論で埋まり，激しい糾弾にあふれる。彼らの口か  
らすれは歴史を動かすのは民衆であり，ルイⅩⅤ世の寵姫たちではない。歴史  
家の労作に値するのほ，他のいかなる階級でもなく，民衆なめだ。革命を否定  
し，民衆を軽蔑し，貴族や旧制度を礼賛する兄弟が冷遇されるのは当然であっ  
た。「自分たちの政治的視野に目をふさがれ，彼らは伝統的歴史の意味と主題  
を誤解したのである」，というバダンテール教授の評はまさに青紫に当ってい   
る。  
四面楚歌の中で，サント＝プーヴ，ミシュレ，キンスレC．Monseletなどは  
兄弟に好意的であったが，とくにミシュレの激賞に対しては，兄弟は珍しく感  
激し，わざわざお礼に参上する。「『摂政時代』拇の中でわれわれにじつに好意的  
な言葉を告いてくれたので，面識のないミシュレにお礼にいく」（63．11．23）。  
リュクサンブール公園に近い家に二人を暖かく迎えたこの歴史学老は，きげん  
よく建築や家具についての経書を傾けたあとでこう続けた。「あなた方は観察  
家なんですから，ひとつこんな歴史，小間使いの歴史でも書いてみませんか」。  
さすがに慧眼なミシ′ユレは兄弟を理解していた。政治家や大臣をリードする貴  
婦人，その貴婦人を操る才気換発な小間使いなど，まさに兄弟のお家芸だろ  
う。反対に，彼らの自尊心に致命的な打撃を与えたのは，「1848年以後の歴史  
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の進歩についての公式報告」であった。「ソルポソヌの三教授，ジェフロワA．  
Geffroy，ゼレル，．Zeller，チエノJ．Thienot氏の報告に目を通す・・・十八世  
紀及び革命の新しい歴史家ほ三人しかいない。ルイ・プランL．Blanc，ミシュ  
レ，ジェフロワ，もちろん三人の報告者の一人だ！ わたしたちについてもも   
ちろん何もない，わたしたちが手をつけたこの運動に，未刊行物に，才気に富  
み生き生きとした資料について，歴史の下から再び見いだされた社会史につい  
て何もない」（98．2．10）。酷評，嘲罵より残酷な黙殺である。やり場のない念  
漕，深い無力感に沈むよりはかはない。その後に続く，「批評家などというも  
のは，無知と羨望以外の何物でもない。政府だの文部省だの，ばかみたいなも  
のだ」という一行には，十年の歳月と，資料蒐集のための莫大な費用と，研究  
と執筆に惜しみなく捧げた努力と情熱が，学者たちの無理解によって無に帰し  
た怨念がこもっているようだ。  
この頃から，あたかも兄弟の心の中で過去が現在に追放されるように，歴史  
を語ることを忘れたように，『日記』のページが増えてゆく。フローベル宛の  
手紙で，ジュールはこう訴えている。「無について勉強しているぼくらを，あ  
なたはどう言うでしょう。其の無というのは歴史かもしれません，なぜならそ  
れは死だからです。実際，過去の解剖をしているうちに，ついにほ想像力が冷  
えきってしまうのです，穴蔵の中にいるように・‥だから急いで空気のあるとこ  
ろへ，生活へ－結局は唯一の真実の歴史である小説にもどるのです」鋸。  
こうしてゴソクール兄弟ほ歴史研究の筆を捨てて，それまで資料の中で渉猟  
していた過去の生活の代わりに，実生活の中で観察した現在のブルジョワ社会  
を写しとることに没頭した。その努力が記録小説という新しいジャンルに実を  
むすび，写実主義文学への道を切り開いて，その隆盛の基礎を築いたのであ  
る。「わたしたちの文学の道はかなり変わっている。小説に到達すべく歴史を  
通ったのだ。それほはとんど慣例から外れている。とはいえわたしたちの行動  
はとても理にかなっている。歴史は何によって書かれるのか？ 資料によって  
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である。そして小説の資料とは，人生以外に何があるのか？」（『文学者たち』）  
と認めているように，歴史は彼らの文学を生み出す触媒剤であった。   
兄弟の新歴史に対する冷遇ほ第二次大戦後まで続く。アカデミー・ゴンクー  
ル会員のアンドレ・ビイの『ゴンクール兄弟』はもっとも定評のある評伝で，  
兄弟の生涯や業績に暖かい目を注いでいるが，彼らの歴史についてはアマチュ  
アのてすさび程度にしか見ていない。「たしかにゴソクール兄弟は・‥外交，軍  
事より，より生きた，より真実で確実な小さい歴史，逸話的，絵画的歴史，風  
俗史と呼ばれるものの研究体系に道を開いてはいる・‥しかしゴンクール兄弟の  
予測しなかったのは，経済，社会史のような臼に見えない大事件の歴史は，  
（風俗史のように）臼に見える大事件の傍らから生まれてくることを予測しな  
かったことだ。われわれはつねに大きな歴史の影に隠された，裏面を知りたが  
る。風俗史は読者を楽しませ，快く気分転換をしてくれるが，ゴソクール兄弟  
が，書簡類に頼って十八世紀の全貌を再構成するというとき，笑わずにほいら  
れない」，と述べ，彼らの歴史にほ「狭く，とるに足りない性格が目立つ」亡辺と  
同時代人と同じ非難をはなっている。  
しかしビイの知らないところで新しい歴史学が弧々の声をあげていた。フェ  
ーブルL・Febvre，ブロックM．Bloch，プp－デルF．Braudelなど，1929年  
に創刊された『経済社会史年表』“A，7乃αJどぶd’カgざわ∫柁∂c∂乃0∽gす〟ββどぶOC∫αJβ”  
による歴史学老たちの，いわゆる「アナール派」である。ある新進の歴史学者  
が，アナール派の思想的傾向をこう定義している錮。（1）事件の叙述を主とす  
る歴史学に対して，問題意識に導かれた分析的歴史を目指す。（2）主として政  
治史に限られた歴史に代えて，人間活動の全域にわたる歴史の研究。（3）これ  
らの目的を達するために，言語学，社会人類学など，他の学問分野との協力を  
はかること。これをゴンクール兄弟の方法にあてはめれは，（1）の問題意識は兄  
弟にとっては，十八世紀社会の優越性と反革命であろう。分析的歴史について  
ほ，兄弟には期待できない。資料を漁ってこまめに事実を紹介し，論評しては  
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いるが，主観的な説明や印象批評の域を出ない。本質的に小説家の彼らにとっ  
ては，科学的な処理とか分析などは手にあまるもので，いきおい文学的歴史に  
ならざるをえなかった。（2）はそのまま兄弟の新歴史の目標に合致する。（3）の協   
力については，彼らが歴史に打ち込んだ時代は，多くの学問がまだ近代科学と  
しての体系を整えていなかった上に，アナール派が重視する比較言語学や文化  
人類学などの存在すらあやふやだった。学問にほきっちり境界があり，専門領  
域にとじこもっていた時代に，共同体制を組むことなど，その意志があったと  
しても，不可能であったろう。在野の歴史家としてアカデミックな学者の「専  
門精神」esprit de sp6cialit6 と戦い，無視され，傷つけられるゴンクール兄  
弟のドンキホーテ的な姿，それは新歴史の創始者，ゴソクール兄弟の象徴的な  
肖像であった。たしかに，ゴソクール兄弟の「人間の歴史」は，規模を広げす  
ぎ，視野も狭いことほみとめざるをえないが，その意図，方法などのある部分  
では，彼らがアナール派にさきがけた，といってもゆるされるであろう。   
二十世紀も終わりに近く，新歴史の創始者として歴史家ゴソクール兄弟に不  
動の地位が与えられた。小説家，ジャボニザソ，アカデミー・ゴソクール，ゴ  
ソクール賞の創設者，そして現在，歴史家としての業抗に輝く彼らの名は，永  
久にフランス文学史に特筆されるであろう。ジュールが死後の名声について思  
い悩んだことも，エドモンが，「ゾラやドーデーはその作品によって偉大にな  
るはかりだ，一方わたしにできたのほ，ケアレスJ．Vall主sが滑稽に思い，ケ  
アレスが脱退してしまったアカデミーを創ることだけだった」（92．2．22）と，  
わが身の不遇を託ったことも，いまにして思えば杷憂にすぎなかったというべ  
きだろう。  
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